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　本稿執筆時点では、送別会や新たな職員を迎えるための準備、環境変化等で職場も世間も喧しい。

世界情勢に目を転じてみると、ここ数年の世界的な恐慌、地域紛争、環境保護問題、等を報道で目

にしない日はない。我々が生業とする医療の世界でも診療報酬改訂、それ以前に政権交代の影響等、

これからどんな変化があるのかさえ予想だにできない状況にあって、何かと落ち着かない。同時に、

環境保護問題を筆頭に最近あまり聞かれなくなったが、「パラダイムシフト」を強く意識させられ

ることも多い。医療の世界でも、過去に大きなパラダイムシフトは何度もあったのではないかと

思うが、パラダイムシフトの意味は、例えば、「paradigm shift とは科学者集団に共有されている

paradigm が、ある時点で革命的・非連続的に変化する局面のこと（三省堂大辞林第二版）」とされ

ている。paradigm、私個人は、後述するように、世紀末を迎えた頃に頻繁に耳にするようになっ

たと記憶している。分かり難いかもしれないが、つまり、常識だと考えられていた思想や価値観が

劇的に変化することであろうか。

　我が国は敗戦から驚くべき復興、急激な経済発展が現在の日本の（行き過ぎた？）資本主義社会

を作ってきたことに異論はないところであろう。その一方、明らかに価値観の変化を生んだ、これ

もパラダイムシフトといえるかもしれない。

　さて、医療の世界はどうであろうか。世紀末を迎えた 2000 年頃、正にカルテ開示元年とも言わ

れる時期を経験し、続いて、いわゆる個人情報保護法の施行によって、患者の権利、患者のものと

しての診療情報の概念が確立した。これらの出来事に合わせて我々診療情報管理士の業務も段階を

追って劇的に変化している。また、1998 年の日本版 DRG、その後の DPC 導入と諸外国に遅れて

診断群分類の導入という経験もし、さらに、がん登録の推進と、診療情報管理士にとっては、まさ

にパラダイムシフトの最中、連続ではないだろうか。そして、激動する医療環境の中、今、反省、

自覚と共に、更なるパラダイムシフトが求められていると感じている。未来の診療情報管理士には

どんな時代にも追随しリーダーシップを発揮できる存在になって欲しい、私自身もそうありたいと

願っている。
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